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（別紙１） 
１ 審査委員の補職及び氏名 
委員区分 補  職  名 氏   名 
主査 教授 伊藤恭彦 
副査 愛知県立大学名誉教授 田中良三 
副査 准教授 安藤究 
























論文は以下のように 4 部構成の 11 章からなっている。 
第１部 研究の課題と方法 
 











































第 3 部「イギリスにおけるインクルーシブ教育政策の歴史的展開」（第 5 章から第






















































 最終試験は 2 月 2 日 13 時から名古屋市立大学滝子キャンパス 1 号館会議室で行わ
れた。論文全体に対してさまざまな質疑が行われた、主要な論点は 3 つであった。第
一はイギリス本国において、なぜ障害児教育からインクルーシブ教育に至る一貫した
政策史がないのかについてである。これに対して学位授与申請者は明確な理由は不明
であるが、個々の政策対応のための研究が中心で、いわば外側からの視点で政策史を
描く状況になっていないのではないかという応答をした。第二はインクルーシブ教育
現場における児童・生徒評価のありかた、特に障害児と健常児との評価に関するもの
である。この論点に対して論文でも言及されている実際の評価方法、すなわち各児
童・生徒の成長と発達に即した評価方法が導入されていることを学位授与申請者は丁
寧に説明した。同時にこの論点が「プロセスとしてのインクルーシブ教育」と「フル
インクルーシブ」との違いに繋がり、今後の重要な研究課題となり得るとの示唆をし
た。第三はイギリスのインクルーシブ教育の歴史的展開から導き出す日本のインクル
ーシブ教育への示唆についてである。導き出された示唆はどれも重要だが、日本の教
育政策の現状をもう少し踏まえるべきだとの指摘に対し、学位授与申請者は、日本の
教育政策の歴史的展開は本論文の射程を超える問題なので、今後の課題としたいとの
応答があった。あわせて教育の違いが得てして文化の違いに還元されることが多いが、
イギリスの経験は政策革新による制度変更が文化を変容させてきたことを示してお
り、この点は日本での政策と文化の関わり考える基本的な視点になりうるとの応答を
得た。 
研究発表も質疑応答も申請者は真摯に対応し、本研究での不十分な点と今後の研究
課題を自覚していく内容であったと判断した。同時に博士の学位に値する十分な学力
と研究能力を有することを審査委員全員で確認した。 
 
６ 学位授与についての意見 
「学位論文審査の要旨」において述べたように、本論文の学術的意義は極めて高く、
イギリス教育政策史のみならず実際のインクルーシブ教育に対して重要な貢献をな
しうる評価することができる。あわせて学位授与申請者は高い専門的学術研究を遂行
する力量も有していることも確認できた。 
以上の点より審査委員は一致して水野和代の「イギリスにおけるインクルーシブ教
育政策の歴史的展開に関する研究」は博士学位論文に相応しく、申請者に博士の学位
を授与することを妥当と判断した。 
 
